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一

　

一
九
五
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
「
世
界
」
を
冠
す
る
二
つ
の
少
年
少
女
向
け
文
学
叢
書
は
、
一

方
で
「
地
域
割
り
」
と
い
う
方
法
を
取
る
こ
と
で
包
括
的
に
「
世
界
」
の
文
学
を
紹
介
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
と
と
も
に
、
他
方
で
「
日
本
」
を
そ
の
「
地
域
割
り
」
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
で
、

従
来
の
「
世
界
」
と
「
日
本
」
を
対
比
さ
せ
る
見
方
か
ら
の
脱
却
を
果
た
し
、「
日
本
文
学
」
を

「
世
界
文
学
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通
じ
て
、
こ
の
二
叢
書
―
―
創
元
社
刊
行
の
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全

集
」
と
、
講
談
社
刊
行
の
「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」
―
―
以
降
の
「
地
域
割
り
」
の
手
法
を

取
る
叢
書
が
、
ど
の
よ
う
な
推
移
を
見
せ
て
い
っ
た
か
を
、
と
く
に
六
〇
年
代
刊
行
の
叢
書
に
的

を
絞
っ
て
追
究
し
、「
世
界
各
地
域
の
文
学
を
包
括
的
に
子
ど
も
読
者
に
手
渡
す
」
こ
と
を
意
図

し
た
、
い
わ
ば
「
教
養
形
成
」
が
、
次
第
に
変
質
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
特
徴
の
う
ち
の
後
者
に
つ
い
て
、
検
討
を
開
始
す
る
。
該
当
す

る
二
叢
書
に
お
い
て
、「
日
本
文
学
」
所
収
の
巻
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い

る
の
か
を
ま
ず
は
確
認
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
を
通
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
少
年
少
女
を
読
者

対
象
と
し
た
場
合
に
、
何
が
「
日
本
文
学
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
か
、
二
叢
書
に
お
け
る
差
異

児
童
文
学
叢
書
に
お
け
る
「
日
本
文
学
」

―
― 

伝
承
・
古
典
・
近
代
文
学
の
体
系
化 

―
―

佐
　
藤
　
宗
　
子

千
葉
大
学
・
教
育
学
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一
九
五
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
」（
創
元
社
）
と
「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」（
講
談
社
）
の
二
つ
の
叢
書
に
つ
い
て
、
特
に
「
日
本
編
」
に
注
目
し
、
ま
ず
は
「
日
本
編
」

の
構
成
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
二
叢
書
の
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
大
ま
か
な
「
日
本
文
学
」
の
内
実
を
把
握
し
た
。
基
本
的
に
伝
承
文
学
・
古
典
文
学
・
近
代
文
学
の
三
区
分
と
す
る

点
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
録
作
品
も
相
当
程
度
共
通
し
て
い
る
。
他
方
、「
近
代
文
学
」「
児
童
文
学
」
に
該
当
す
る
巻
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
行
時
期
の
微
妙
な
差
異
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
構
成
の

差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
「
文
学
史
」
的
な
意
識
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
追
究
す
べ
き
点
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
、
今
後
、
他
社
の

「
日
本
文
学
」
関
連
叢
書
を
検
証
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
戦
後
に
お
け
る
「
日
本
文
学
」
と
く
に
「
近
代
文
学
」「
児
童
文
学
」
の
「
カ
ノ
ン
形
成
」
の
過
程
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
児
童
文
学
（Childrenʼs literature

）　

日
本
文
学
（Japanese literature
）　

教
養
形
成
（cultural education

）　

叢
書
（series

）　

体
系
化
（form

ation

）　

カ
ノ
ン
（literary canon

）
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と
共
通
性
か
ら
は
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
同
時
期
及
び
そ
の
後
の
他
の
「
日
本
文

学
」
関
係
の
叢
書
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
察

し
、
今
後
の
少
年
少
女
向
け
叢
書
群
に
お
け
る
「
日
本
文
学
」
の
内
実
追
究
の
第
一
歩
と
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

二
（
１
）

　

二
叢
書
の
「
日
本
文
学
」
所
収
の
巻
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
こ
れ
ら
「
地
域
割
り
」
叢
書
の

「
日
本
編
」
の
存
在
が
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

先
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
少
年
少
女
向
け
乃
至
児
童
向
け
の
代
表
的
な
叢
書
と
い
え
ば
、
戦
前
の

も
の
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
一
九
二
七
年
か
ら
刊
行
開
始
と
な
っ
た
「
日
本
児
童
文
庫
」（
ア
ル

ス
）
と
「
小
学
生
全
集
」（
興
文
社
）、
戦
後
の
も
の
と
し
て
は
い
ず
れ
も
一
九
五
〇
年
刊
行
開
始

の
「
岩
波
少
年
文
庫
」（
岩
波
書
店
）
と
「
世
界
名
作
全
集
」（
講
談
社
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
叢
書
は
い
ず
れ
も
、〈「
世
界
」
の
文
学
に
お
け
る
「
日
本
文

学
」〉
と
い
う
括
り
の
意
識
に
乏
し
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　
「
日
本
児
童
文
庫
」
に
は
『
世
界
童
話
集
』
―
『
日
本
童
話
集
』
と
い
う
対
比
さ
れ
る
巻
々
が

あ
る
が
、『
印
度
童
話
集
』
や
『
支
那
童
話
集
』
も
あ
る
。「
小
学
生
全
集
」
に
は
、『
世
界
童
話

集
』
―
『
日
本
童
話
集
』
の
対
比
の
ほ
か
、『
日
本
文
芸
童
話
集
』
―
『
外
国
文
芸
童
話
集
』
も
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
日
本
」
は
、「
世
界
」
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
で
は
「
世

界
」＝「
海
外
」
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
も
い
え
な
い
。

　

ま
た
、「
岩
波
少
年
文
庫
」
や
「
世
界
名
作
全
集
」
は
、
基
本
的
に
作
品
中
心
の
書
目
選
定
が

さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
一
九
五
三
年
刊
行
開
始
の
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
」
は
、
第
一
期
三
二

巻
＋
第
二
期
一
八
巻
の
計
五
〇
巻
の
う
ち
で
、
欧
米
の
諸
地
域
に
重
き
を
置
く
と
は
い
え
、
イ
ギ

リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
・
北
欧
・
南
欧
・
ア
ジ
ア
・
日
本
と
、「
世

界
」
の
全
体
を
見
渡
せ
る
よ
う
な
視
野
の
上
に
立
っ
た
構
成
の
叢
書
と
な
っ
て
い
た
。（
第
二
部

一
八
巻
で
は
、
テ
ー
マ
別
の
巻
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
は
い
る
。）
ま
た
こ
の
叢
書
に
追
随
し
た
、

一
九
五
八
年
刊
行
開
始
の
「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」
は
、
初
め
か
ら
五
〇
巻
の
予
定
の
中
に
、

ほ
ぼ
同
様
の
地
域
割
り
お
よ
び
巻
数
配
分
を
組
み
込
ん
で
お
り
、
折
か
ら
の
経
済
状
況
好
転
の
中

で
、
こ
の
講
談
社
版
が
部
数
を
伸
ば
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
世
界
」
の
文
学
を
「
地
域
割
り
」
で

捉
え
る
意
識
が
、
日
本
の
児
童
文
学
出
版
の
世
界
に
お
い
て
定
着
し
た
と
も
み
な
し
う
る
。

　

こ
の
講
談
社
版
刊
行
途
中
で
、
そ
の
後
の
児
童
文
学
普
及
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

る
、
石
井
桃
子
ほ
か
『
子
ど
も
と
文
学
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
〇
→
福
音
館
書
店
、
六
七
）

が
世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
皮
肉
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
同
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
は
、「
世
界
の
児
童
文
学
の
な
か
で
、
日
本
の
児
童
文

学
は
、
ま
っ
た
く
独
特
、
異
質
な
も
の
で
す
。
世
界
的
な
児
童
文
学
の
規
準
―
―
子
ど
も
の
文
学

は
お
も
し
ろ
く
、
は
っ
き
り
わ
か
り
や
す
く
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。」
と

の
記
述
が
あ
る
。
同
書
の
主
張
を
見
て
い
く
と
、
こ
こ
で
い
う
「
世
界
の
児
童
文
学
」
は
、
実
は

「
英
米
の
児
童
文
学
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
だ
が
、「
世
界
」＝「
海
外
」≒

「
英
米
」
で
あ

り
、「
日
本
」
の
文
学
―
―
と
く
に
近
代
の
児
童
文
学
―
―
は
ま
っ
た
く
「
異
質
」
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
、
そ
こ
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
は
否
め
な
い
。

　
「
世
界
」
の
な
か
に
「
日
本
」
を
お
き
、
ま
た
各
地
域
と
同
様
の
程
度
の
巻
数
を
「
日
本
」
に

割
い
た
、
二
つ
の
叢
書
―
―
そ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
「
日
本
」
の
文
学
が
概
観
で
き
る
よ
う
に
、

構
成
さ
れ
て
い
た
の
か
。
以
下
、
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
２
）

　
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
」（
創
元
社
）
の
「
日
本
編
」
は
、
第
一
期
・
第
二
期
の
通
巻
で
い

う
と
、
第
二
八
～
三
〇
巻
、
第
四
四
巻
～
四
五
巻
の
五
冊
が
該
当
す
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
第
二

部
一
八
巻
で
は
、
第
一
三
巻
の
一
冊
が
該
当
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
れ
ら
の
全
体
的
概
容
を
示
し
て
お
こ
う
。

第
二
八
巻
（
日
本
編
一
）　

日
本
童
話
集　

坪
田
譲
治
著　

一
九
五
四
・
八
・
一
五

　

 

桃
太
郎
、
一
寸
法
師
、
浦
島
太
郎
、
花
咲
か
じ
じ
い
な
ど
、
昔
話
を
中
心
に
し
た
伝
承
文
学
を

全
七
四
話
収
録

第
二
九
巻
（
日
本
編
二
）　

日
本
古
典
文
学
集　
　
　
　
　

一
九
五
五
・
二
・
二
五

　

古
事
記
物
語　

林
房
雄
訳　
（
一
〇
話
）

　

今
昔
物
語　

片
桐
顕
智
訳　
（
一
二
話
）

　

堤
中
納
言
物
語　

中
村
正
爾
訳　
（
三
話
）

　

宇
治
拾
遺
物
語　

片
桐
顕
智
訳　
（
四
話
）

　

義
経
記
―
よ
し
つ
ね
物
語
―　

高
木
卓
訳

　

お
と
ぎ
草
子　

堀
尾
勉
訳　
（
三
話
）
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狂
言　

北
村
寿
夫
訳　
（
三
話
）

　

雨
月
物
語　

上
田
秋
成
作　

堀
尾
勉
訳　
（
二
話
）

　

竹
取
物
語　

川
端
康
成
訳

第
三
〇
巻
（
日
本
編
三
）　

文
芸
童
話
集　
　
　
　
　
　
　

一
九
五
三
・
九
・
一

　

 

森
鷗
外
「
山
椒
大
夫
」、
小
泉
八
雲
（
光
吉
夏
彌
訳
）「
耳
な
し
芳
一
の
話
」、
島
崎
藤
村
「
お

ん
ど
り
の
冒
険
」、
有
島
武
郎
「
一
ふ
さ
の
ぶ
ど
う
」、
志
賀
直
哉
「
清
兵
衛
と
ひ
ょ
う
た
ん
」、

中
勘
助
「
つ
る
の
話
」、
鈴
木
三
重
吉
「
少
年
駅
伝
夫
」
な
ど
（
二
編
）、
芥
川
龍
之
介
「
く
も

の
糸
」
な
ど
（
二
編
）、
佐
藤
春
夫
「
い
な
ご
の
大
旅
行
」
な
ど
（
二
編
）、
豊
島
与
志
雄
「
エ

ミ
リ
ア
ン
の
旅
」
な
ど
（
二
編
）、
宇
野
浩
二
「
春
を
つ
げ
る
鳥
」
な
ど
（
三
編
）、
川
端
康
成

「
級
長
の
探
偵
」
な
ど
（
二
編
）、
井
伏
鱒
二
「
や
ね
の
上
の
サ
ワ
ン
」

　

 

小
川
未
明
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
な
ど
（
四
編
）、
坪
田
譲
治
「
か
っ
ぱ
の
話
」
な
ど
（
七

編
）、
浜
田
広
介
「
五
匹
の
や
も
り
」、
宮
沢
賢
治
「
ち
ゅ
う
も
ん
の
多
い
料
理
店
」
な
ど
（
四

編
）

　
　

…
…
以
上
、
一
七
作
家
・
三
六
編
収
録

第
四
四
巻
（
日
本
編
四
）　

日
本
古
典
文
学
集
（
続
）　　

 
一
九
五
六
・
五
・
五

　

落
窪
物
語　

中
村
正
爾
訳

　

平
家
物
語　

冨
倉
徳
次
郎
訳

　

中
世
説
話
物
語　

井
本
農
一
訳　
（
五
話
）

　

曽
我
物
語　

高
木
卓
訳

　

西
鶴
諸
国
話　

杉
森
久
英
訳　
（
七
話
）

　

東
海
道
中
膝
栗
毛　

野
上
彰
訳

　

弓
張
月
物
語　

林
房
雄
訳

第
四
五
巻
（
日
本
編
五
）　

現
代
童
話
集　
　
　
　
　
　
　

一
九
五
六
・
三
・
一
五

　

 

青
木
茂
「
大
万
化
狐
」、
北
畠
八
穂
「
十
二
歳
の
半
年
」、
椋
鳩
十
「
黒
物
語
」
な
ど
（
三
編
）、

石
井
桃
子
「
山
の
ね
こ
ト
ム
」、
飯
沢
匡
「
子
ど
も
お
と
な
」

　

 

塚
原
健
二
郎
「
ず
く
ひ
き
」、
槇
本
楠
郎
「
花
電
車
」、
壺
井
栄
「
柿
の
木
の
あ
る
家
」
な
ど

（
二
編
）、
川
崎
大
治
「
川
を
わ
た
る
歌
声
」、
猪
野
省
三
「
ぬ
す
ま
れ
た
自
転
車
」、
国
分
一

太
郎
「
犬
遊
ば
せ
」、
関
英
雄
「
銀
時
計
」、
岡
本
良
雄
「
あ
る
町
の
話
」

　

 

千
葉
省
三
「
乗
合
馬
車
」、
浜
田
広
介
「
ふ
し
ぎ
な
山
の
お
じ
い
さ
ん
」、
吉
田
甲
子
太
郎
「
自
転

車
の
夢
」、
酒
井
朝
彦
「
雪
娘
」、
奈
街
三
郎
「
夜
の
木
馬
」、
後
藤
楢
根
「
空
を
と
ん
だ
ケ
イ
タ
」

　

 

坪
田
譲
治
「
夢
」
な
ど
（
四
編
）、
木
内
高
音
「
建
設
列
車
」、
平
塚
武
二
「
玉
虫
の
ず
し
の

物
語
」、
与
田
凖
一
「
花
も
よ
ろ
し
い
」
な
ど
（
二
編
）、
佐
藤
義
美
「
歩
い
た
雪
だ
る
ま
」

な
ど
（
二
編
）、
新
美
南
吉
「
牛
を
つ
な
い
だ
つ
ば
き
の
木
」
な
ど
（
二
編
）

　

小
川
未
明
「
考
え
こ
じ
き
」

　
　

…
…
以
上
、
二
六
作
家
・
三
五
編
収
録

第
二
部　

第
一
三
巻
（
日
本
編
）　

現
代
少
年
少
女
小
説
集　

一
九
五
八
・
三
・
二
〇

　

「
花
物
語
」　

吉
屋
信
子

　

「
万
葉
姉
妹
」　

川
端
康
成

　

「
新
聞
小
僧
」　

阿
部
知
二　

　

第
一
期
の
三
冊
の
構
成
は
、
極
め
て
明
確
で
あ
る
。
伝
承
文
学
（
昔
話
中
心
）、
古
典
文
学
、

近
代
以
降
の
文
学
の
三
区
分
と
い
っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
、
他
の
地
域
に
お
け
る
、
同
様
の
巻
構

成
が
基
本
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
各
巻
に
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
昔
話
も
近
代
以
降
の
作
品

も
、
と
も
に
「
童
話
」
の
語
で
括
ら
れ
て
い
る
の
が
、
今
日
の
眼
か
ら
す
る
と
、
い
か
に
も
一
昔

前
の
観
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
限
ら
れ
た
分
量
の
中
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
按
分
し
た
も
の
と
い
え

る
。
近
代
以
降
で
は
、
明
治
以
降
の
近
代
文
学
を
代
表
す
る
作
家
の
中
に
、
文
壇
作
家
の
童
話
も

あ
わ
せ
て
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
分
け
た
後
半
に
、
児
童
文
学
の
専
門
作
家
と
し
て
、
坪

田
譲
治
以
下
四
人
が
並
ぶ
。
坪
田
の
作
品
収
録
数
が
多
い
の
は
、
こ
の
叢
書
に
対
す
る
関
与
度
の

高
さ
ゆ
え
だ
ろ
う
。
浜
田
広
介
が
一
編
の
み
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
先
に
挙
げ
た
『
子
ど
も
と

文
学
』
で
、
未
明
・
広
介
・
譲
治
を
「
童
話
」
の
大
家
の
い
わ
ば
「
御
三
家
」
の
よ
う
に
扱
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
し
腑
に
落
ち
な
い
。
何
か
事
情
が
あ
っ
た
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

第
二
期
の
二
冊
で
は
、
古
典
文
学
作
品
が
追
加
収
録
さ
れ
、
ま
た
、「
現
代
童
話
集
」
と
し
て
、

児
童
文
学
の
作
家
た
ち
の
作
品
が
、
戦
後
の
も
の
ま
で
含
む
か
た
ち
で
収
録
さ
れ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
古
典
の
領
域
で
は
、
第
一
期
・
第
二
期
を
合
わ
せ
た
場
合
、
説
話
お
よ
び
源
平
の

戦
い
関
連
の
物
語
が
、
比
率
と
し
て
高
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

そ
し
て
「
現
代
童
話
集
」
で
あ
る
が
、「
解
説
」
執
筆
は
堀
尾
勉
で
、「
坪
田
譲
治
先
生
の
意
を

受
け
て
、
編
集
部
に
お
い
て
作
成
」
さ
れ
た
と
記
さ
れ
る
。
と
な
る
と
、
構
成
の
面
で
も
坪
田
の

意
図
が
反
映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
巻
の
特
徴
は
、（
小
川
未
明
を
別
格
と
し
て
）
作
家
が
四

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
配
列
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
四
グ
ル
ー
プ
の
内
、

新
し
い
作
家
群
が
冒
頭
に
置
か
れ
、
以
下
遡
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
少
し
珍
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し
く
興
味
を
惹
く
が
、
当
時
の
子
ど
も
読
者
に
対
し
て
、
新
鮮
さ
を
際
立
た
せ
よ
う
と
し
た
も
の

だ
ろ
う
か
。
収
録
作
家
お
よ
び
作
品
は
、
現
在
で
は
歴
史
的
な
評
価
に
と
ど
ま
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
埋
も
れ
た
状
態
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
六
十
年
近
い
過
去
の
時
点
に
お
け
る
評
価
の

一
端
と
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
部
の
一
冊
に
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
「
小
説
」
と
い
う
区
分
に
あ
た
る
作
品
、
す
な
わ

ち
長
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、「
少
年
向
け
」
と
「
少
女
向
け
」
の
双
方
か
ら
選
ば
れ

て
い
る
点
も
、
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
ま
で
で
い
う
な
ら
ば
、
長
編
を

選
定
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
大
衆
児
童
文
学
が
主
対
象
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
対
象

読
者
の
性
別
を
異
に
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
補
遺
的
な
意
味
合
い
も
持
つ
第
二
部

へ
の
収
録
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
巻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
控
え
る
。

　

第
一
期
・
第
二
期
で
、
近
代
以
降
の
作
品
が
収
録
さ
れ
た
二
冊
に
再
度
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。

第
三
〇
巻
刊
行
が
五
三
年
、
そ
し
て
第
四
五
巻
刊
行
が
五
六
年
。
初
め
か
ら
全
五
十
巻
の
予
定
が

立
っ
て
い
た
の
な
ら
、「
文
芸
童
話
集
」
に
は
、
も
う
少
し
、
い
わ
ゆ
る
近
代
文
学
の
作
家
・
作

品
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、「
山
椒
大
夫
」
な
ど
ご
く
一
部
の
例
外
を

除
き
、
基
本
的
に
は
、
一
般
文
学
の
作
家
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
作
品
も
、「
童
話
」
ジ
ャ
ン
ル
に

該
当
す
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
近
代
文
学
」
か
ら
の
選
定
が
、
短
編
「
小

説
」
を
除
い
た
「
童
話
」
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
品
選
定
は
単
独
で
は
行
わ
な
い
だ

ろ
う
が
、
収
録
さ
れ
た
作
品
数
の
多
さ
な
ど
か
ら
も
、
坪
田
譲
治
の
意
思
が
そ
れ
な
り
に
反
映
し

た
も
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
一
冊
を
ま
る
ま
る
「
近
代
文
学
」
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
初
め
に
決

定
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
だ
れ
が
選
者
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
選
ば
れ
た
だ
ろ
う
か
と
、

こ
の
叢
書
に
関
わ
っ
た
外
国
文
学
者
た
ち
を
含
め
た
顔
ぶ
れ
の
豪
華
さ
を
思
う
と
、
多
少
残
念
な

気
が
し
て
く
る
。

　

ま
た
、
も
し
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
実
際
に
は
第
三
〇
巻
に
収
録
さ
れ
た
未
明
・
広

介
・
譲
治
・
賢
治
の
四
人
の
作
品
も
、
他
の
多
く
の
児
童
文
学
作
家
た
ち
の
作
品
と
同
じ
く
一
冊

に
収
録
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
作
家
が
選
ば
れ
、
収
録

作
品
数
は
ど
の
よ
う
な
配
分
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
際
の
配
列
は
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
い
わ
ゆ
る
「
童
話
」
伝
統
批
判
の
先
駆
け
と
な
る
宣
言
文
、
早
大
童
話
会
の
「「
少

年
文
学
」
の
旗
の
下
に
！
」
が
、
同
会
の
機
関
誌
『
少
年
文
学
』
一
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
、

奇
し
く
も
五
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
「
現
代
児
童
文
学
」
を
出
発
さ
せ
、
牽
引
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
新
し
い
作
者
た
ち
に
よ
る
長
編
の
作
品
群
は
、
未
だ
日
の
目
を
見
て
は
い
な
い
が
、

そ
れ
で
も
五
六
年
ま
で
の
間
に
、
同
人
誌
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
の
胎
動
は
明
ら
か
と
な
っ
て

き
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
近
代
文
学
」
と
「
児
童
文
学
」
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
に
、
変
化
が
起

き
て
い
く
過
渡
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
３
）

　
「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」（
講
談
社
）
の
「
日
本
編
」
は
、
全
五
〇
巻
の
う
ち
、
第
四
五

巻
～
第
四
九
巻
の
五
冊
が
該
当
す
る
。
刊
行
開
始
が
五
八
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、

創
元
社
の
叢
書
の
第
二
期
ま
で
の
五
〇
巻
の
構
成
・
内
容
を
参
考
と
し
て
見
渡
し
得
た
上
で
、
企

画
編
集
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
創
元
社
版
と
の
共
通
点
・
相
違
点
が
気
に
な
っ

て
く
る
。

　

こ
ち
ら
も
、
全
体
的
概
容
を
示
す
こ
と
か
ら
始
め
る
と
し
よ
う
。

第
四
五
巻
（
日
本
編
一
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
六
〇
・
四
・
二
〇

　

「
古
事
記
」　

木
俣
修
訳　
（
二
九
話
）

　

「
竹
取
物
語
」　

坪
田
譲
治
訳

　

「
日
本
民
話
」　

浜
田
広
介
編　
（
三
二
話
）

　

「
ア
イ
ヌ
民
話
」　

金
田
一
京
助
編　
（
三
話
）

　

「
万
葉
集
」　

木
俣
修
訳　
（
一
八
編
）

第
四
六
巻
（
日
本
編
二
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
五
九
・
七
・
二
〇

　

「
今
昔
物
語
」　

福
田
清
人
訳　
（
七
話
）

　

「
平
家
物
語
」　

杉
森
久
英
訳

　

「
太
平
記
」　

福
田
清
人
訳

　

「
義
経
記
」　

伊
藤
佐
喜
雄
訳

　

「
お
伽
草
子
」　

髙
野
正
巳
訳　
（
六
話
）

　

「
謡
曲
・
狂
言
物
語
」　

丸
岡
明
訳　
（
五
編
＋
三
編
）

第
四
七
巻
（
日
本
編
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
六
〇
・
一
〇
・
二
〇

　

「
八
犬
伝
」　

滝
沢
馬
琴
作
・
豊
田
三
郎
訳

　

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」　

十
返
舎
一
九
作
・
麻
生
磯
次
訳

　

「
雨
月
物
語
」　

上
田
秋
成
作
・
村
松
定
孝
訳　
（
七
話
）

　

「
西
鶴
名
作
集
」　

井
原
西
鶴
作
・
暉
峻
康
隆
訳　
（
一
四
話
）

　

「
国
姓
爺
合
戦
」　

近
松
門
左
衛
門
作
・
青
江
舜
二
郎
訳
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「
芭
蕉
、
蕪
村
、
一
茶
名
句
集
」　

中
村
草
田
男
訳

第
四
八
巻
（
日
本
編
四
）
現
代
日
本
文
学
名
作
集　
　

一
九
六
一
・
五
・
二
〇

　

 

「
小
い
ぬ
ポ
チ
（「
平
凡
」
か
ら
）」・
二
葉
亭
四
迷
作
、「
山
椒
大
夫
」・
森
鷗
外
作
、「
春
の
鳥
」

な
ど
二
編
・
国
木
田
独
歩
作
、「
耳
な
し
芳
一
」
な
ど
二
編
・
小
泉
八
雲
作
／
髙
野
正
巳
訳
、

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」・
夏
目
漱
石
作
、「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」
な
ど
二
編
・
島
崎
藤
村
作
、「
馬

鹿
一
」・
武
者
小
路
実
篤
作
、「
清
兵
衛
と
ひ
ょ
う
た
ん
」
な
ど
二
編
・
志
賀
直
哉
作
、「
一
ふ

さ
の
ぶ
ど
う
」・
有
島
武
郎
作
、「
く
も
の
糸
」
な
ど
三
編
・
芥
川
龍
之
介
作
、「
て
ん
ぐ
わ
ら

い
」
豊
島
与
志
雄
作
、「
春
を
つ
げ
る
鳥
」・
宇
野
浩
二
作
、「
い
な
ご
の
大
旅
行
」・
佐
藤
春
夫

作
、「
路
傍
の
石
」・
山
本
有
三
作
／
福
田
清
人
編
、「
は
え
」・
横
光
利
一
作
、「
ば
っ
た
と
す

ず
む
し
」
な
ど
二
編
・
川
端
康
成
作
、「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」・
井
伏
鱒
二
作
、「
い
ち
じ
く

の
あ
る
家
（「
幼
年
時
代
」
か
ら
）」
な
ど
二
編
・
堀
辰
雄
作
、「
赤
が
え
る
」・
島
木
健
作
作
、

「
現
代
短
歌
」・
木
俣
修
編
、「
現
代
俳
句
」・
中
村
草
田
男
編

　
　

…
…
以
上
、
一
九
人
の
作
家
・
二
七
編
＋
短
歌
・
俳
句

第
四
九
巻
（
日
本
編
五
）
現
代
日
本
童
話
集　
　
　
　
　
　

一
九
六
二
・
五
・
二
〇

　

 

「
こ
が
ね
丸
」・
巌
谷
小
波
作
、「
少
年
駅
伝
夫
」・
鈴
木
三
重
吉
作
、「
港
に
つ
い
た
黒
ん
ぼ
」

な
ど
三
編
・
小
川
未
明
作
、「
先
生
と
お
墓
」・
秋
田
雨
雀
作
、「
庭
さ
き
の
こ
と
」・
山
村
暮

鳥
作
、「
じ
ん
べ
え
さ
ん
と
フ
ラ
ス
コ
」・
相
馬
泰
三
作
、「
時
男
さ
ん
の
こ
と
」・
土
田
耕
平

作
、「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
な
ど
二
編
・
宮
沢
賢
治
作
、「
五
匹
の
ヤ
モ
リ
」
な
ど
二
編
・
浜

田
広
介
作
、「
魔
法
」
な
ど
二
編
・
坪
田
譲
治
作
、「
ゆ
き
む
す
め
」
な
ど
二
編
・
酒
井
朝
彦
作
、

「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」・
千
葉
省
三
作
、「
小
さ
い
あ
ら
し
」・
北
川
千
代
作
、「
わ
に
の
子
事

件
」・
塚
原
健
二
郎
作
、「
花
電
車
」・
槇
本
楠
郎
作
、「
て
ん
ぐ
の
庭
」・
猪
野
省
三
作
、「
夕
焼

け
の
雲
の
下
」・
川
崎
大
治
作
、「
え
ん
ぶ
だ
ご
ん
の
思
い
出
話
」・
与
田
凖
一
作
、「
水
泳
の
は

じ
め
」・
平
塚
武
二
作
、「
青
と
黒
と
赤
」・
奈
街
三
郎
作
、「
動
物
園
か
ら
に
げ
た
さ
る
」・
佐

藤
義
美
作
、「
北
国
の
い
ぬ
」・
関
英
雄
作
、「
百
姓
の
足　

ぼ
う
さ
ん
の
足
」・
新
美
南
吉
作
、

「
人
力
車
と
飛
行
機
」・
下
畑
卓
作
、「
あ
す
も
お
か
し
い
か
」・
岡
本
良
雄
作
、「
自
転
車
の

ゆ
め
」・
吉
田
甲
子
太
郎
作
、「
坂
道
」・
壺
井
栄
作
、「
三
太
花
荻
先
生
の
野
球
」・
青
木
茂
作
、

「
お
ば
け
や
し
き
」
斎
田
喬
作

　
　

…
…
以
上
、
二
九
人
の
作
家
・
三
五
編

　

創
元
社
版
と
比
べ
る
と
、
基
本
的
な
巻
構
成
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
点
が
ま
ず
目
に
付
く
。
講

談
社
版
で
は
、
神
話
と
昔
話
を
基
本
に
し
て
一
冊
に
収
録
、
そ
し
て
中
古
・
中
世
で
一
冊
、
近
世

で
一
冊
が
古
典
に
充
て
ら
れ
る
が
、
収
録
作
品
も
相
当
程
度
、
共
通
す
る
。
差
異
を
挙
げ
る
な
ら
、

講
談
社
版
で
は
「
太
平
記
」
と
「
八
犬
伝
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
万
葉
集
」
や

近
世
の
俳
句
な
ど
韻
文
系
統
を
含
ん
で
い
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

近
代
以
降
は
、「
近
代
文
学
」
で
一
冊
、「
児
童
文
学
」
で
一
冊
と
、
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
二
冊
は
ど
ち
ら
も
、
配
本
時
期
で
考
え
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
遅
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
あ
と

ま
で
、
巻
構
成
、
内
容
の
確
定
を
遅
ら
せ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
編
集

作
業
の
許
さ
れ
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、
収
録
作
品
の
選
定
に
時
間
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
冊
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
六
一
年
・
六
二
年
は
、
す
で
に
「
現
代
児
童
文
学
」
が
出
発
し
、
新
し

い
世
代
の
気
鋭
の
作
家
た
ち
が
次
々
に
作
品
を
世
に
送
り
出
し
始
め
た
時
期
に
当
た
る
。
何
よ
り

も
、
第
四
九
巻
の
「
解
説
」
を
、「
童
話
」
伝
統
批
判
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
鳥
越
信
が
担

当
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
画
期
的
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
し
て
、
右
記
の
よ
う
に
目
次
を
眺
め
る
と
、
創
元
社
版
と
の
相
違
点
の
一
つ
が
良
く
見
え
る
。

す
な
わ
ち
、
講
談
社
版
は
、
作
品
名
を
先
に
掲
げ
る
目
次
立
て
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際

に
は
、
講
談
社
版
の
編
集
作
業
に
お
い
て
も
、
候
補
と
し
て
は
作
家
名
を
挙
げ
て
、
そ
の
後
に
作

品
を
選
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
結
果
的
に
、
読
者
へ
の
提
示
と
し
て
、
作
品

主
体
と
な
っ
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
と
く
に
第
四
九
巻
で
は
、
作
品
名
が
並
ん
だ
際
に
、
意
表

を
突
か
れ
、
何
だ
ろ
う
と
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
よ
う
な
類
の
題
名
が
多
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
些

細
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
実
際
の
掲
載
の
仕
方
と
し
て
、
作
家
名
主
体
か
作
品
名
主
体
か
、
実
は

こ
の
差
は
見
逃
せ
ぬ
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
「
近
代
文
学
」
の
収
録
内
容
を
み
る
と
、
必
ず
し
も
短
編
に
限
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（「
平
凡
」
か
ら
）
と
い
っ
た
部
分
取
り
を
明
示
し
た
場
合
も
あ
れ
ば
、「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」

の
よ
う
に
、
作
中
か
ら
幾
つ
か
の
章
を
選
ん
で
収
録
し
た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、「
路
傍
の
石
」

な
ど
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
ま
ま
で
子
ど
も
読
者
が
読
む
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
の
に
、
あ
え

て
福
田
清
人
の
「
編
」
に
よ
る
形
態
で
の
掲
載
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
現
代
の
日
本
語
で
執

筆
さ
れ
た
作
品
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
掲
載
は
、
無
論
好
ま
し
い
こ
と
と
は
言
え

な
い
。
だ
が
、
一
定
の
大
き
さ
の
枠
内
に
、
多
様
な
作
品
を
収
め
こ
も
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と

き
、「
世
界
」
の
「
地
域
割
り
」
叢
書
で
は
こ
う
し
た
方
法
は
、
こ
の
後
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
翻
訳
と
創
作
の
差
が
あ
る
と
は
い
え
、「
世
界
」
の
中
に
「
日
本
」
が
置
か
れ
た

叢
書
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
無
下
に
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
い
。

　

ま
た
、
文
壇
作
家
の
手
に
よ
る
「
童
話
」
作
品
は
、「
近
代
文
学
」
の
ほ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
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る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
と
同
列
に
、
い
か
に
も
近
代
の
「
小
説
」
の
感
が
あ
る
、
横
光
利
一
や
堀

辰
雄
、
島
木
健
作
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。「
近
代
文
学
」
の
幅
が
、

そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
川
端
康
成
の
二
作
も
、
創
元
社
版
で
の
収
録
作
が
い

ず
れ
も
少
年
小
説
、
少
女
小
説
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、「
掌
の
小
説
」
に
該
当
す
る
二
編
が

選
ば
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
近
代
文
学
」「
児
童
文
学
」
と
も
に
、
二
つ
の
叢
書
で
は
、
共
通
す
る
収
録
作

品
が
か
な
り
多
く
見
つ
か
る
。
そ
の
中
に
は
、「
山
椒
大
夫
」
や
「「
清
兵
衛
と
ひ
ょ
う
た
ん
」
の

よ
う
な
、
今
日
も
よ
く
知
ら
れ
る
近
代
の
短
編
も
あ
れ
ば
、「
一
ふ
さ
の
ぶ
ど
う
」
や
「
く
も
の

糸
」
の
よ
う
に
、
文
壇
作
家
の
童
話
と
し
て
は
、
そ
の
著
者
の
代
表
と
さ
れ
る
作
品
も
あ
る
。
小

川
未
明
な
ど
は
両
者
で
、「
港
に
つ
い
た
黒
ん
ぼ
」「
野
ば
ら
」「
月
夜
と
め
が
ね
」
と
三
作
品
も

重
な
っ
て
お
り
、
宮
沢
賢
治
も
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
と
二
作
が

重
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
半
世
紀
余
り
に
わ
た
り
、
一
定
の
評
価
を

維
持
し
続
け
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
意
味
で
は
重
な
り
が
あ
る
こ
と

自
体
、
頷
け
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
浜
田
広
介
「
五
ひ
き
の
や
も
り
」
が
な
ぜ
双
方
で
重
な
る
の
か
な
ど
、
ど
う
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
点
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も

一
編
し
か
収
録
し
な
い
の
な
ら
、
な
ぜ
こ
の
作
品
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
段
階
で
は
、

「
春
を
つ
げ
る
鳥
」「
い
な
ご
の
大
旅
行
」
の
よ
う
に
、
文
学
史
的
に
は
今
も
名
を
残
し
て
は
い

る
が
、
現
実
的
に
は
読
み
継
が
れ
て
は
い
な
い
作
品
や
、
酒
井
朝
彦
や
吉
田
甲
子
太
郎
の
よ
う
に
、

現
在
で
は
児
童
文
学
作
家
と
し
て
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
作
家
が
他
の
大
家
に
伍
し
て
並

べ
ら
れ
て
い
る
点
に
も
、
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
こ
の
後
の
叢
書
類
で
は
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
い
ず
れ
時
代
を
下
る
中
で
の
変
化
に
注
目
し
、
評
価
の
変
遷

を
把
握
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

講
談
社
版
の
独
自
な
点
を
さ
ら
に
二
点
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

一
つ
は
、「
文
学
」
の
流
れ
の
中
に
、
韻
文
を
き
ち
ん
と
位
置
付
け
て
い
る
点
。「
近
代
文
学
」

が
扱
わ
れ
た
第
四
八
巻
で
も
、
短
歌
・
俳
句
を
収
録
し
て
い
る
。
編
者
で
あ
る
木
俣
修
・
中
村
草

田
男
は
、
い
ず
れ
も
、
古
典
作
品
が
収
録
さ
れ
た
巻
で
も
訳
者
乃
至
編
者
と
し
て
関
与
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
専
門
家
の
尽
力
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、「
万
葉
集
」
か
ら
近
世
の
俳
句
、
そ
し
て

現
代
の
短
歌
・
俳
句
ま
で
、
巻
を
跨
い
で
流
れ
を
作
り
え
た
。
文
学
史
と
い
う
眼
を
養
っ
て
い
く

点
で
も
、
十
分
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
一
つ
は
「
児
童
文
学
」
の
巻
に
お
け
る
配
列
で
あ
る
。
明
治
期
を
代
表
す
る
児
童
文
学
者
、

巌
谷
小
波
の
作
品
を
巻
頭
に
置
き
、
次
に
『
赤
い
鳥
』
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
鈴
木
三
重
吉
の
作
品

を
据
え
る
こ
と
で
、
明
治
以
降
の
歴
史
的
な
主
要
ポ
イ
ン
ト
が
押
さ
え
ら
れ
た
。
こ
の
配
置
に

は
、
ま
だ
若
く
、
編
集
の
中
枢
に
は
名
を
出
し
て
い
な
い
も
の
の
、「
解
説
」
執
筆
者
の
鳥
越
信

の
意
思
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
児
童
文
学
研
究
者
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
、

「
児
童
文
学
史
」
の
意
識
を
働
か
せ
た
構
成
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
し
て
、
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
。三

　

二
つ
の
叢
書
に
つ
い
て
、
順
次
、「
日
本
編
」
の
概
容
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
引
き
出

せ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
大
ま
か
な
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
伝
承
文
学
・
古
典
文
学
・
近
代
文
学
の
三
つ
に
区

分
さ
れ
る
。

　

伝
承
文
学
と
し
て
は
、
昔
話
と
神
話
が
と
く
に
中
核
を
な
す
が
、
そ
の
比
重
や
再
話
さ
れ
る
素

材
等
は
、
再
話
者
に
よ
っ
て
当
然
な
が
ら
異
な
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
戦
前
に
す
で
に
刊
行
さ

れ
た
鈴
木
三
重
吉
の
『
古
事
記
物
語
』（
赤
い
鳥
社
、
一
九
二
〇
）
や
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ

れ
た
福
永
武
彦
『
古
事
記
物
語
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
）
な
ど
の
再
話
作
品
と
比
較
し
て
い

く
こ
と
で
、
時
代
性
や
物
語
選
択
の
基
準
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
契
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

古
典
文
学
に
つ
い
て
は
、
説
話
や
軍
記
物
な
ど
、
物
語
性
の
あ
る
作
品
が
選
ば
れ
が
ち
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
一
九
九
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
全
二
五
巻

（
講
談
社
、
一
九
九
一
―
九
四
）
―
―
そ
の
後
、「
21
世
紀
版
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
と
し
て
、

二
〇
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
再
刊
―
―
の
収
録
作
品
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
差
が
際
立
つ
。

「
～
古
典
文
学
館
」
で
は
、「
枕
草
子
」
や
「
徒
然
草
」
な
ど
の
随
筆
も
各
一
巻
あ
り
、「
源
氏
物

語
」
上
下
巻
も
あ
る
。
い
っ
た
い
何
が
、
こ
う
し
た
作
品
選
択
の
差
を
生
ん
だ
の
か
。
そ
の
追
究

に
は
、
た
と
え
ば
戦
後
の
国
語
教
科
書
へ
の
掲
載
作
品
選
択
な
ど
、
古
典
教
育
の
動
向
や
、
古
典

研
究
の
進
展
等
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
重
視
し
た
い
の
は
、
近
代
文
学
の
領
域
で
あ
る
。
古
典
文
学
と
は
異
な
り
、
明
治
以

降
の
文
学
の
流
れ
を
、「
近
代
文
学
」
と
し
て
少
年
少
女
に
も
わ
か
る
よ
う
な
ま
と
ま
り
あ
る
も

の
に
し
て
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
第
二
次
大
戦
後
に
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
、
新
し
い

「
媒
介
者
」
の
仕
事
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、「
近
代
文
学
」
と
「
児
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童
文
学
」
が
、
接
点
を
有
し
つ
つ
も
分
か
れ
て
い
く
過
程
に
あ
る
。
そ
の
時
、
先
に
指
摘
し
た
よ

う
な
、
作
家
主
体
か
作
品
主
体
か
と
い
っ
た
違
い
す
ら
、
基
本
的
な
見
方
と
し
て
、
立
場
を
異
に

す
る
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
、
短
編
と
長
編
に
対
す
る
扱
い
方
、
女
性
作
家
の
不
在
―
―
二
つ
の

叢
書
と
も
、
収
録
さ
れ
た
近
代
文
学
作
家
の
中
に
女
性
は
い
な
い
。
児
童
文
学
の
区
分
の
ほ
う
で

は
、（
第
二
部
を
除
く
）
創
元
社
版
で
壺
井
栄
・
北
畠
八
穂
・
石
井
桃
子
の
三
名
、
講
談
社
版
で

北
川
千
代
・
壺
井
栄
の
二
名
が
数
え
ら
れ
る
―
―
、「
童
話
」
と
「
小
説
」
の
区
分
の
仕
方
、
未

明
・
広
介
・
譲
治
に
加
え
て
賢
治
・
省
三
・
南
吉
な
ど
、
後
に
主
要
作
家
と
目
さ
れ
る
よ
う
な
そ

れ
ぞ
れ
の
作
家
の
位
置
づ
け
等
が
、
今
後
「
近
代
文
学
史
」
と
「
児
童
文
学
史
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
確
立
の
経
緯
を
検
証
す
る
際
の
問
題
点
と
し
て
、
起
点
に
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
上
で
、
今
後
の
研
究
の
可
能
性
を
さ
ら
に
展
望
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
」（
創
元
社
）
と
「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」（
講
談
社
）
の
二

つ
の
叢
書
が
、
そ
の
後
の
翻
訳
叢
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
こ
の
数
年
間
に
発
表
し

た
小
論
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
で
は
、
そ
の
中
の
「
日
本
編
」
の
構
成
や
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た

作
品
群
は
、
日
本
の
近
代
文
学
や
児
童
文
学
を
対
象
と
し
た
叢
書
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ

と
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　

ま
ず
は
、
二
つ
の
叢
書
と
同
時
期
ま
た
は
そ
の
少
し
後
に
刊
行
さ
れ
た
、
日
本
文
学
を
対
象
と

す
る
叢
書
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、
河
出
書
房
か
ら
は
一
九
五
〇
年
代
に
、
三
種
の
叢
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
日

本
児
童
文
学
全
集
」（
全
一
二
巻
、
一
九
五
三
―
五
五
）
で
は
、
巻
に
よ
り
、「
童
話
篇
」「
詩
・

童
謡
篇
」「
児
童
劇
篇
」「
少
年
少
女
小
説
篇
」
な
ど
の
区
分
が
さ
れ
て
お
り
、
各
巻
に
は
複
数
の

作
家
の
作
品
が
、
作
家
ご
と
の
ま
と
ま
り
と
し
て
「
〇
〇
〇
〇
集
」
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
日
本
少
年
少
女
名
作
全
集
」（
全
二
〇
巻
、
一
九
五
四
―
五
五
）
は
、
大
衆
文
学
系
の
作

家
の
作
品
集
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、「
名
作
」
と
い
う
語
が
叢
書
名
に
冠
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
何
ら
か
の
意
味
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
日
本
少
年
少
女
文
学

全
集
」
が
一
九
五
七
年
初
頭
か
ら
刊
行
さ
れ
る
の
だ
が
、
確
認
で
き
た
の
は
配
本
の
第
三
回
ま
で

で
、
そ
の
時
点
で
版
元
が
経
営
破
綻
し
、
そ
の
ま
ま
刊
行
が
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
叢
書
は
、
各
巻
に
収
録
作
家
名
を
掲
げ
て
、
た
と
え
ば
第
一
回
配
本
・
第
九
巻
は
「
小
川
未

明
・
秋
田
雨
雀
・
坪
田
譲
治
・
浜
田
広
介
集
」、
第
二
回
配
本
・
第
一
一
巻
は
「
下
村
湖
人
集
」、

第
三
回
配
本
・
第
三
巻
は
「
島
崎
藤
村
集
」
と
な
っ
て
お
り
、
未
完
と
な
っ
た
第
四
回
配
本
予

定
・
第
八
巻
は
「
山
本
有
三
集
」
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
第
九
巻
の
児
童
文
学
作
家
の
組
み
合
わ
せ

に
秋
田
雨
雀
が
入
る
こ
と
も
興
味
深
い
が
、
島
崎
藤
村
や
山
本
有
三
の
巻
で
は
、「
小
説
」
の
み

な
ら
ず
「
感
想
」
や
「
戯
曲
」
も
合
わ
せ
て
収
録
さ
れ
る
と
い
う
企
画
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
叢

書
が
無
事
に
完
結
し
て
い
た
ら
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
陣
容
と
な
っ
て
い
た
か
と
、
惜
し
ま

れ
る
。

　

ま
た
、
少
し
時
代
が
下
る
が
、
偕
成
社
か
ら
は
「
日
本
児
童
文
学
全
集
」（
全
一
五
巻
、
一
九

六
一
―
六
三
）、「
少
年
少
女
現
代
日
本
文
学
全
集
」（
全
二
四
巻
→
四
〇
巻
、
一
九
六
三
―
六
五
）、

「
ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
文
学
名
作
選
」（
第
一
期
一
六
巻
＋
第
二
期
一
六
巻
→
全
四
〇
巻
→
五
〇
巻
→

五
二
巻
→
六
〇
巻
、
一
九
六
四
―
七
四
）
な
ど
の
叢
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
巻
数
表
記
で
わ

か
る
よ
う
に
、
叢
書
に
よ
っ
て
は
途
中
で
増
殖
し
て
い
っ
て
い
る
。「
ジ
ュ
ニ
ア
版
～
」
な
ど
は
、

少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
半
ば
く
ら
い
ま
で
、
一
般
の
町
の
書
店
で
あ
れ
ば
、
児
童
書
コ
ー

ナ
ー
に
在
庫
が
ず
ら
っ
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
普
及
度
が
高

か
っ
た
叢
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
叢
書
の
内
容
検
証
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
く
こ
と
で
、「
日
本
文
学
」
に
お
け
る
、

と
く
に
「
近
代
文
学
」「
児
童
文
学
」
に
お
け
る
「
カ
ノ
ン
形
成
」
の
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
子
ど
も
読
者
の
「
教
養
形
成
」
が
い
か
に
図
ら
れ
た
か
と
い
う
点
を
と
く

に
注
視
し
て
き
た
。
今
後
は
、
そ
こ
に
、
文
学
の
内
容
が
い
か
に
「
カ
ノ
ン
形
成
」
さ
れ
た
か
と

い
う
点
を
加
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
二
〇
世
紀
後
半
に
お
け
る
日
本
の
児
童
文
学
状
況
の
中
で
の

「
規
範
化
」
と
「
体
系
化
」
の
交
錯
を
、
と
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。




